








を積極的に活用することにより地球環境への負荷低減を進

めています（セメント工場、発電所の排ガス中の1年間の排出

量をグラフ化しています）。
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SOx排出量は、高知工場の3号発電設備が2005年度から年間を通じてフル運転となったため、増加傾向
になっています。
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＊唐沢・岐阜および新石山・栃窪・伊吹・多賀・勝森・秋芳・小倉鉱山
　の実績
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※2 SOx（ソックス）
硫黄酸化物のことで、石油など硫黄を含む物質の燃焼によって生じ、自動車の排ガスや工
場設備などから発生し、酸性雨など大気汚染の原因となる気体です。NOx同様、法律で排出
基準が定められています。セメント製造設備は、硫黄分を吸着する性質を持つ「石灰石」を
原料に使用するため、排ガスからのSOx排出量が非常に少ないという特長があります。

※3 ダイオキシン類
有機塩素化合物の一種で、法律ではPCDD、PCDF、コプラナーPCBをあわせて「ダイオキ
シン類」と定義しています。PCDDは、ベトナム戦争で使われた枯れ葉剤（2,4,5-T）や、除草
剤･防腐剤として使われるペンタクロロフェノールに不純物として含まれていて問題となっ
た物質です。ダイオキシン類にも、法に基づいて排出基準があります。セメント製造設備は、
約1,450℃の高温で焼成すること、高性能な集じん装置を完備していることなどにより、
排ガス中のダイオキシン類濃度が非常に低いという特長があります。

用語解説
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2007年度環境会計

住友大阪セメントは2000年度実績から環境省ガイドラインに準拠して環境保全コストの把握を始めました。なお、

2007年度実績は環境省環境会計ガイドライン(2005年版）に準拠して把握しました。

集計範囲：住友大阪セメント（セメント４工場、４事業部、２研究所）、八戸セメント、和歌山高炉セメント

対象期間：2007年4月1日～2008年3月31日

〔環境保全対策に伴う経済効果〕※3

〔環境負荷低減効果〕※2

〔環境保全対策にかかわる効果（物量効果）〕

社会全体の環境負荷低減による経済効果※1

環境保全コスト

最終処分地枯渇
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*セメント製造用化石燃料起源（購入した電力起源含む）のCO2排出量で評価

効果の内容
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効果の内容

公害防止

廃棄物の再資源化

天然資源枯渇防止

温暖化防止
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環境負荷指標効果の内容

※1．他産業から排出された廃棄物を当社で有効利用しなかった場合に、社会が受ける環境影響を算定したものです。
※2．仮に廃棄物を一切使用しない場合のセメント（VPC：バージンポルトランドセメント）と、廃棄物を使用した2007年度のセメントの環境影響を比較します。
※3．※2の削減量に仮定価格を乗じて経済効果としています。
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おもな取り組み内容およびその効果

環境汚染防止設備の維持管理および新設

地球温暖化防止および省エネルギー

廃棄物減量化およびリサイクル

環境物品などを提供するための追加コスト

環境負荷監視、環境マネジメントシステム維持・更新

環境保全に資する製品などの研究開発コスト

自然保護、緑化、美化、景観保持改善のためのコスト

事業所自然修復コストおよび汚染負荷量賦課金など

事業エリア内コスト

上・下流コスト

環境管理活動コスト

研究開発コスト

社会活動コスト

環境損傷対応コスト

その他コスト

合計

分類

（百万円）

〈資料編〉環境関連データ
E n v i r o n m e n t a l  D a t a
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商 号

本 社

創 立

資本金

従業員

売上高

工場・鉱山紹介

栃木工場

岐阜工場

赤穂工場

高知工場

八戸セメント（株）

和歌山高炉セメント（株）

唐沢鉱山（栃木県）

岐阜鉱山（岐阜県）

伊吹鉱山（滋賀県）

多賀鉱山（滋賀県）

秋芳鉱山（山口県）

小倉鉱山（福岡県）

住友大阪セメント株式会社
Sumitomo Osaka Cement Co.,Ltd

〒102-8465 東京都千代田区六番町6番地28

1907（明治40）年11月29日

416億円（2008年3月末）

1,299名（2008年3月末）

1,411億円（2007年度）

光通信デバイスやCATV用送受信機

といった光通信システムなどを製造･

販売しています。独自の技術開発力を

ベースに、国内外で年々拡大する光通

信市場に向けて、高品質･高性能の製

品を提供しています。

独自技術で開発したナノ粒子とその

応用製品は各種ディスプレイ、半導

体、化粧品、建物、自動車窓など幅広

い分野で利用されています。

事業紹介

連結業績の推移

国内有数の規模を誇り良質で豊富な

資源を活かし、国内の主要産業に石

灰石、骨材、タンカルを供給していま

す。また、採掘した鉱山への植林によ

る緑化事業にも積極的に取り組んで

います。火力発電所の排煙脱硫装置

に利用される石灰石は、大気環境保

全に貢献しています。

鉱産品事業

コンクリート構造物向け補修材･補強

材料を製造･販売しています。豊富な

経験と技術力を結集して、社会のコン

クリートリハビリテーションを支えて

います。また、当社の藻場造成技術や

大型高層魚礁は、沿岸環境保全や海

洋環境保全に貢献しています。

建材事業

光電子事業 新材料事業

各種セメント、固化材の製造・販売を

しています。高度な技術力と徹底した

品質管理で社会のインフラ整備に貢

献しています。また、地球環境保全と

資源の有効活用をテーマにリサイク

ル事業にも取り組んでいます。

セメント事業

〔売上高〕
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所有する遊休地に、オフィスビルや

スーパーマーケット、物流センターや

倉庫を建設して賃貸しています。

不動産事業

会社概要
C o m p a n y  P r o f i l e
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